
全体会授業：中学校「体つくり運動」 

ワークショップ型授業研究会について 

１ 日程 １４：１５～１５：１５（６０分） 

 15:00～ 15:05～ 15:10～ 15:15～ 16:00～ 

時間 ５分 ５分 ５分 ４５分 ２０分 

内容 
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授
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【
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全
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体
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り
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体
つ
く
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プ
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の
計
画
的
な
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れ
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か
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・ 

日
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教
授 

授業者 

助言者 
着席 着席 着席 

授業の反省 

周回 
着席 

 
２ 授業参観の視点 

【 全体会授業 「 第１学年：体つくり運動 】 

◯ 体つくり運動「ひなたプログラム」の計画的な活用がなされたか。 

◯ 思考力、判断力、表現力等を育成するための学習カードの工夫と活用がなされているか。 

○ カリキュラム・マネジメントの工夫が明確になっているか。 
 
３ ワークショップの進め方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループで各自の分析を
述べながら付箋を台紙に
貼っていく。

15:15～15:30（15分間）

グループ協議中、授業者
と指導者は、授業につい
て分析する。

付箋を整理して、見出し
を付けて（ラベリング）

意見を整理する。

15:30～15:45（15分間）

各グループの代表者が、
模造紙に整理した内容を
説明する（３分程度）。

15:45～16:00（15分間）

発表は各班１名ずつロー
テーションで、全員が行
う。その際、発表者以外
の班員は別の班の発表を
聞きに行く。

・１枚の付箋紙には一つのことを

記入する。 

・気付いたことは些細なことも含

めてたくさん書く。 

・簡潔に大きな文字で記入する。 

・名前も付ける。 

※授業開始前に付箋紙を配付する。 

○付箋紙へ授業参観の視点で記入をする。（主観を避け、事実を客観的に表現する。） 

【青色の付箋紙】・・・『生徒の良いところ』『教師の良いところ』 

【赤色の付箋紙】・・・『生徒の改善点』『教師の改善点』 



・ ワークショップの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


